
サントリー 天然水の森の育林材を
提供いただきました！
　11月４日、運動公園陸上競技場隣で「サン
トリー 天然水の森 北アルプス」育林材贈呈
式が行われました。サントリーホールディン
グス（株）と市では「森

も
林
り

の里親協定」を締結し、
森林整備を進めています。この森林整備で
産出されたカラマツやクリの間伐材を市へ提
供いただき、たけのこ保育園のウッドデッキ

（写真）と、運動公園内のベンチ敷板に活用さ
せていただきました。サントリー天然水北ア
ルプス信濃の森工場長の小山泰弘さんは「人
と人が言葉を交わすベンチや、子どもの育ち
に役立つウッドデッキで、地域をつなぐ架け
橋になれば」と話しました。
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市
の
表
彰
式
を
11
月
３
日
の「
文
化
の
日
」に
Ｊ
Ａ
大
北
本
所
会
館
ア
プ
ロ
ー
ド
で
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
で
功
績
の
あ
っ
た
６
人
・
２
団
体
に
、
牛
越
市
長
が
功
労
章
・
表
彰
状
・
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

　
受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ま
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
区
分
別
、
五
十
音
順
）

功
労
章
・
感
謝
状

有
限
会
社 

田
中
屋

　
ラ
イ
チ
ョ
ウ
保
護
の
推
進
に
深

い
理
解
を
示
さ
れ
、
多
額
の
金
員

を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
状

伊
藤 

昭 

さ
ん（
常
盤
）

　
多
年
に
わ
た
り
大
町
市
遺
族
会

会
長
と
し
て
戦
没
者
遺
族
の
処
遇

改
善
に
尽
力
し
、
社
会
福
祉
の
向

上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

鉄
拳 

さ
ん（
東
京
都
）

　
多
年
に
わ
た
り
信
濃
大
町
観
光

大
使
と
し
て
大
町
市
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
知
名
度
の
向
上
と

観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

平
林 

克
敏 

さ
ん（
兵
庫
県
）

　
多
年
に
わ
た
り
信
濃
大
町
観
光

大
使
と
し
て
大
町
市
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
知
名
度
の
向
上
と

観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

吉
丸 

昌
昭 

さ
ん（
東
京
都
）

　
多
年
に
わ
た
り
信
濃
大
町
観
光

大
使
と
し
て
大
町
市
の
魅
力
を
全

国
に
発
信
し
、
知
名
度
の
向
上
と

観
光
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

感
謝
状

片
倉 

惠
男 

さ
ん（
大
町
）

　
児
童
生
徒
の
就
学
支
援
と
地
域

医
療
の
推
進
に
深
い
理
解
を
示
さ
れ
、

多
額
の
金
員
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

関
西
電
力
株
式
会
社

黒
四
管
理
事
務
所

　
大
町
市
の
自
然
環
境
の
保
全
に

深
い
理
解
を
示
さ
れ
、
多
額
の
金

員
を
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

松
本 

節
子 

さ
ん（
神
奈
川
県
）

　
芸
術
文
化
の
振
興
に
深
い
理
解

を
示
さ
れ
、
手
塚
恒
二
さ
ん
の
絵

画
30
点
を
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

ライチョウ保護の推進・社会福祉の向上・観光振興・
児童生徒の就学支援と地域医療の推進・自然環境の保全・

芸術文化の振興などに貢献された皆さまを表彰

令
和
７
年 

大
町
市
表
彰
式

■
席
順

▽
中
村
教
育
長

▽
伊
藤
昭
さ
ん

▽
牛
越
市
長

▽
有
限
会
社　
田
中
屋

▽
関
西
電
力
株
式
会
社

　
黒
四
管
理
事
務
所

※
鉄
拳
さ
ん
、
平
林
克
敏
さ
ん
、

吉
丸
昌
昭
さ
ん
、
片
倉
惠
男
さ

ん
、
松
本
節
子
さ
ん
は
所
用
の

た
め
欠
席
さ
れ
ま
し
た
。

受賞者
代表あいさつをされた

有限会社　田中屋
代表取締役社長
田中正子さん



3 広報おおまち　2025.12

受
賞
者
の
み
な
さ
ん

（
写
真
右
か
ら
）

技
能
功
労
者
・

土
木
施
工
管
理
技
師

桝
田 

幸
次
郎 

さ
ん（
常
盤
）

農
業
功
労
者

近
藤 

茂
樹 

さ
ん（
平
）

（
市
長
）

技
能
功
労
者
・
自
動
車
整
備
士

宮
尾 

克
己 

さ
ん（
大
町
）

技
能
功
労
者
・

建
設
機
械
オ
ペ
レ
ー
タ
ー

西
山 

守 

さ
ん（
平
）

【広告】

　市は11月３日の「文化の日」にＪＡ大北本所会館アプロードで、
大町市技能・農業功労者褒賞を行いました。
　技能功労者は、同じ職種で30年以上にわたり技能・技術の向上
に努め、産業の発展に貢献された60歳以上の人で、３職種３人を
褒賞しました。
　農業功労者は、60歳以上で10年以上農業に従事し、農業振興に
貢献された人で、１人を褒賞しました。

令
和
７
年 

大
町
市
功
労
者
褒
賞

受賞者代表あいさつをされた
宮尾克己さん
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大
町
市
内
92
の
単
位
自
治
会
で
つ
く
る
市
連
合
自
治
会
と
市
自
主
防
災
会
連
絡
会
は
10
月
23
日
、

防
災
研
修
と
し
て
、
大
火
に
よ
っ
て
市
街
地
の
広
範
囲
が
被
災
し
た
新
潟
県
糸
魚
川
市
を
視
察
し

ま
し
た
。
各
地
区
の
自
治
会
長
・
自
主
防
災
会
長
ら
約
20
人
が
参
加
し
、
復
興
が
進
む
被
災
地
を

実
際
に
自
分
の
足
で
歩
き
、
目
で
確
か
め
、
当
時
の
区
長
か
ら
発
災
時
の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。
糸

魚
川
駅
北
大
火
の
教
訓
を
学
び
、
私
た
ち
の
地
域
で
で
き
る
備
え
に
つ
い
て
、
認
識
を
深
め
ま
し
た
。

糸魚川市駅北大火
　平成28年12月22日午前10時20分ごろ発生。鎮
火までに２日間を要し、糸魚川駅北側の大町区など
４地区の約４haを焼失した。ラーメン店の大型コン
ロの消し忘れが出火原因。焼損棟数は147棟（全焼
120棟、半焼５棟、部分焼22棟）。被災者145世帯
260人、被災56事業者。負傷者は一般住民２人と
消防団員15人の計17人（中等症１人、軽症16人）。

　
復
興
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て

糸
魚
川
市
が
被
災
現
場
に
建

設
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施

設
・
駅
北
広
場
キ
タ
ー
レ
を

会
場
に
、
被
災
し
た
大
町
区

で
区
長
を
務
め
た
齋
藤
伸
一

さ
ん
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
糸
魚
川
市
駅
北
大
火
は
平

成
28
年
12
月
22
日
午
前
10
時

20
分
ご
ろ
、
駅
北
側
の
市
街

地
で
発
生
。
強
風
に
あ
お
ら

れ
る
中
、
飛
び
火
と
い
う
形

で
同
時
多
発
的
に
火
は
勢
い

よ
く
広
が
り
、
死
者
は
出
な

か
っ
た
も
の
の
、
市
の
中
心

部
の
約
４
ha
が
焼
失
し
ま
し

た
。

　
齋
藤
さ
ん
は
、
想
像
を
超

え
る
広
範
囲
の
火
災
に
加
え
、

消
火
栓
の
水
が
な
く
な
る
な

ど
現
場
に
は
緊
迫
感
が
漂
っ

た
と
語
り
、
未
曾
有
の
大
火

災
を
前
に
「
訓
練
を
重
ね
て

き
た
自
主
防
災
の
取
り
組
み

を
機
能
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
」
と
当
時
を
振
り

返
り
ま
し
た
。

　
死
者
が
出
な
か
っ
た
こ
と

に
つ
い
て
は
、
常
日
頃
か
ら

つ
な
が
り
を
深
め
て
い
る
近

所
の
助
け
合
い
が
大
き
か
っ

た
と
話
す
一
方
、
１
０
０
世

帯
２
３
７
人
だ
っ
た
大
町
区

の
人
口
は
、
火
災
後
、
72
世

帯
１
６
３
人
に
減
少
し
た
と

い
う
こ
と
で
し
た
。
火
災
を

き
っ
か
け
に
地
区
を
離
れ
る

住
民
が
い
る
現
状
に
理
解
を

示
し
た
上
で
「
自
助・共
助・

公
助
・
近
助（
近
所
の
助
け

合
い
）を
大
切
に
、
若
者
た

ち
を
巻
き
込
み
な
が
ら
『
私

た
ち
に
何
か
で
き
る
こ
と
は

な
い
か
』
を
追
求
し
て
い
き

た
い
」
と
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し

た
。

　
参
加
者
は
、
齋
藤
さ
ん
の

話
に
真
剣
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
積
極
的
に
質
問
を
投
げ
か

け
て
い
ま
し
た
。
駅
北
広
場

キ
タ
ー
レ
内
に
は
「
こ
の
ま

ち
と
共
に
生
き
る
」「
大
火

を
乗
り
越
え
新
し
い
ま
ち

へ
」「
過
去
か
ら
学
び
こ
れ

か
ら
に
備
え
る
」
な
ど
の

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
と
も

に
大
火
に
関
連
し
た
資
料
が

展
示
さ
れ
て
お
り
、
興
味
を

示
し
て
い
ま
し
た
。

　

施
設
を
見
学
し
た
後
は
、

大
火
跡
地
の
視
察
を
行
い
、

火
災
の
痕
跡
が
分
か
ら
な
い

ほ
ど
に
復
興
を
遂
げ
た
街
並

み
を
歩
き
ま
し
た
。
こ
の
地

に
暮
ら
す
人
々
も
含
め
関
係

機
関
の
連
携
に
よ
り
再
構
築

し
た
街
の
姿
を
目
に
焼
き
付

け
な
が
ら
、
防
災
や
ま
ち
づ

く
り
の
あ
り
方
に
つ
い
て
考

え
ま
し
た
。

　
市
連
合
自
治
会
長
の
長
澤

奨
さ
ん
は
「
大
町
市
内
で
過

去
に
発
生
し
た
中
心
市
街
地

の
火
災
も
踏
ま
え
な
が
ら
防

災
研
修
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
今
回
の
学
び
を
地

域
防
災
の
向
上
に
役
立
て
て

い
か
な
く
て
は
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

現
地
で
の
研
修
前
に
は
、

フ
ォ
ッ
サ
マ
グ
ナ
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
を
訪
れ
、
糸
魚
川
静
岡

構
造
線
の
成
り
立
ち
や
、
ヒ

ス
イ
な
ど
地
質
遺
産
に
触
れ

な
が
ら
糸
魚
川
の
歴
史
風
土

に
つ
い
て
も
学
び
ま
し
た
。

号外号外
おおららほほののままちち

キターレで当時の区長から発災時の様子を聞く

キターレ内の大火に関連した展示を見学する参加者

糸
魚
川
大
火
の
教
訓
学
ぶ

連
合
自
治
会
・
自
主
防
災
会
連
絡
会
　
先
進
地
視
察
研
修

大町市連合自治会だより ■問い合わせ　大町市連合自治会　℡85-0531



【第183回】
人口の動きに
光が

大町市長
牛越 徹

　
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
ひ
と
月
と
な

り
ま
し
た
。
今
年
の
秋
は
一
直
線
に

涼
し
く
な
り
、
10
月
末
の
北
ア
ル
プ

ス
の
初
冠
雪
が
根
雪
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
10
月

に
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
が
あ
り

ま
し
た
。
結
果
の
発
表
は
先
に
な
り

ま
す
が
、
依
然
と
し
て
全
国
的
に
少

子
高
齢
化
が
進
み
、
人
口
減
少
も
急

激
な
進
行
に
歯
止
め
が
か
か
り
そ
う

に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
大
町
市
の
昨
年
１
年
間
の
人
口
の

動
き
は
、
県
の
毎
月
人
口
異
動
調
査

に
よ
る
と
、
３
４
３
人
減
少
し
て
、

２
４
２
８
０
人
と
な
る
厳
し
い
状
況

で
し
た
。
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん
は
90

人
に
と
ど
ま
り
、
ま
た
亡
く
な
ら
れ

た
人
は
４
９
２
人
で
、
出
生
数
と
死

亡
者
数
の
差
、
自
然
動
態
で
４
０
２

人
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
で
社
会
動

態
で
は
、
転
出
者
な
ど
９
１
０
人
に

対
し
、
転
入
者
は
９
６
９
人
に
上
り
、

こ
の
20
年
間
で
は
初
め
て
転
入
超
過

と
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
平
成
24
年
か
ら
移
住
・

定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
て
お
り
、

相
談
窓
口
や
市
の
制
度
を
活
用
し
て

移
住
す
る
人
は
、
近
年
大
き
く
増
え

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
地
方
回

帰
の
流
れ
の
中
、
移
住
者
は
令
和
２

年
度
か
ら
は
毎
年
90
人
台
を
超
え
、

５
年
度
は
初
め
て
１
０
０
人
台
に
乗

り
、
昨
年
度
は
１
１
１
人
と
、
よ
う

や
く
光
が
見
え
始
め
ま
し
た
。
こ
の

13
年
間
の
累
計
移
住
者
は
８
８
７
人

に
上
り
ま
す
。

　
移
住
さ
れ
た
３
４
２
世
帯
を
対
象

に
昨
年
２
月
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、
１
２
７
世
帯
に
回
答
い
た
だ

き
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
出
身

地
は
東
京
を
含
む
関
東
が
約
28
％
、

松
本
市
や
安
曇
野
市
、
北
ア
ル
プ
ス

圏
域
が
27
％
、
関
西
が
19
％
と
続
き
、

近
隣
か
ら
の
移
住
も
多
く
な
っ
て
い

ま
す
。

　
移
住
し
た
際
の
世
代
で
は
、
30
歳

代
が
最
も
多
く
29
％
、
次
い
で
40
歳

代
24
％
、
20
歳
代
も
21
％
で
、
働
き

盛
り
の
世
代
が
約
75
％
を
占
め
て
い

ま
す
。

　
興
味
深
い
の
は
、
移
住
を
検
討
し

て
か
ら
実
現
し
て
ま
で
の
期
間
は
、

と
の
問
い
に
、
１
年
未
満
が
43
％
、

１
年
が
18
％
で
、
過
半
数
の
人
が
移

住
を
考
え
て
か
ら「
即
行
動
」し
た
様

子
で
す
。

　
大
町
市
を
選
ん
だ
理
由
は
、
複
数

回
答
で
自
然
環
境
が
54
％
、
北
ア
ル

プ
ス
な
ど
の
景
観
が
45
％
と
上
位
を

占
め
て
お
り
、
移
住
後
の
休
日
や
余

暇
の
時
間
は「
減
っ
た
」の
21
％
に
対

し「
増
え
た
」は
40
％
と
、
大
町
で
の

暮
ら
し
で
大
き
な
ゆ
と
り
が
生
ま
れ

た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
の
皆
さ
ま
ん
ご

協
力
を
い
た
だ
き
移
住
・
定
住
対
策

に
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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こんにちはこんにちは
牛越です牛越です
こんにちはこんにちは
牛越です牛越です

　
２
０
１
７
年
の
ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
以
降「
体
内
時
計
」と
い
う
言
葉
の
認
知
度
が
上
が
っ
て

き
ま
し
た
。「
何
を
ど
れ
だ
け
食
べ
る
か
」と
い
う
従
来
の
栄
養
学
に「
い
つ
食
べ
る
か
」と
い
う
人
間

が
持
つ
体
内
時
計（
時
間
遺
伝
子
）も
深
く
関
係
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
分
か
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
上
手
な
食
べ
方
の
法
則
を
学
び
、
健
康
的
な
食
生
活
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
問
い
合
わ
せ　
中
央
保
健
セ
ン
タ
ー　
℡
２
３・４
４
０
０

▽略歴
1985年女子栄養大学卒業。1990年より東京慈恵会医
科大学内科学講座勤務、1999年女子栄養大学大学院基
礎栄養学研究室研究生修了、2000年博士号（栄養学）取
得。2003年同大学栄養科学研究所専任講師、同研究所
栄養クリニック主任、2007年准教授、2011年より教授。
2012年カリフォルニア州立大学ディビス校獣医学部栄
養学部客員教授などを歴任。

北
ア
ル
プ
ス
地
域　
健
康
づ
く
り
講
演
会

体
が
変
わ
る　
上
手
な
食
べ
方
の
法
則

～
時
間
栄
養
学
か
ら
学
ぶ
～

北
ア
ル
プ
ス
連
携
自
立
圏
事
業

申
し
込
み
不
要
！

参
加
無
料
！

■講師　蒲池桂子さん
（女子栄養大学　栄養クリニック）

■日時　■日時　1212月月2121日（日）　日（日）　
　　　　午後１時 30 分～３時　　　　午後１時 30 分～３時

　 　 　 　 ▽　 　 　 　 ▽ 開場　午後開場　午後11時時
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
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今
年
中
に
住
宅
を
新
築
し
た
場
合
や
土
地
を
住
宅
の
敷
地
と

し
て
使
い
始
め
た
と
き
は
、
申
告
書
の
提
出
に
よ
り
、
来
年
度

分
の
固
定
資
産
税
か
ら
軽
減
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
告
書
を
ま
だ
提
出
し
て
い
な
い
人
、
対
象
に
な
る
と
思
わ
れ

る
人
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　
税
務
課
資
産
税
係　
℡
□市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

軽
減
の
対
象
に
な
る

新
築
住
宅
は
？

　
次
の
要
件
を
満
た
す
住
宅
は
、

新
築
後
３
年
間（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
５
年

間
）、
固
定
資
産
税
の
軽
減
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、「
長
期
優
良
住
宅
」は
、

新
築
後
５
年
間（
３
階
建
て
以
上

の
中
高
層
耐
火
住
宅
な
ど
は
７
年

間
）の
軽
減
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

※
長
期
優
良
住
宅
と
は
、
長
期
に

わ
た
り
良
好
な
状
態
で
使
用
す
る

た
め
の
措
置
が
、
構
造
お
よ
び
設

備
に
取
ら
れ
て
い
る
優
良
な
住
宅

の
こ
と
で
す
。「
長
期
優
良
住
宅

建
築
等
計
画
」を
作
成
し
認
定
を

受
け
る
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
税

制
上
の
優
遇
措
置
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅　
床
面
積
が
50
㎡
以

上（
ア
パ
ー
ト
は
１
世
帯
に
つ
き

40
㎡
以
上
）２
８
０
㎡
以
下

▽
併
用
住
宅　
居
住
部
分
が
総
床

面
積
の
２
分
の
１
以
上
で
、
そ
の

部
分
が
50
㎡
以
上
２
８
０
㎡
以
下

■
軽
減
内
容

▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
ま
で
の
住
宅　
税
額
の
２
分
の

１▽
居
住
部
分
の
床
面
積
が
１
２
０

㎡
を
超
え
る
住
宅　
１
２
０
㎡
に

相
当
す
る
部
分
の
税
額
の
２
分
の

１住
宅
用
地
の
軽
減
を

受
け
る
に
は
？

　
新
た
に
住
宅
の
敷
地
と
し
て
土

地
の
使
用
を
始
め
た
と
き
に
、
申

告
が
必
要
で
す
。

■
対
象

▽
専
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地　

土
地
の
全
部
が
対
象

▽
併
用
住
宅
の
敷
地
用
の
土
地

①
居
住
部
分
が
４
分
の
１
以
上
２

分
の
１
未
満
の
場
合
は
、
敷
地
面

積
の
半
分
が
対
象

②
居
住
部
分
が
２
分
の
１
以
上
の

場
合
は
、
敷
地
全
部
が
対
象

■
軽
減
内
容

　
税
額
を
算
出
す
る
基
に
な
る
額

（
課
税
標
準
額
）が
、
２
０
０
㎡
ま

で
が
６
分
の
１
に
、
２
０
０
㎡
を

超
え
る
部
分
は
３
分
の
１
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
敷
地
が
広
い
場

合
は
、
家
屋
の
居
住
部
分
の
床
面

積
に
対
し
て
10
倍
が
限
度
で
す
。

ほ
か
に
軽
減
が
受
け
ら
れ
る

場
合
は
あ
る
の
？

　
次
の
よ
う
な
場
合
に
軽
減
を
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
現

地
の
利
用
状
況
や
住
宅
要
件
な
ど

に
よ
り
、
該
当
要
件
が
異
な
り
ま

す
の
で
、
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
敷
地
内
に
住
宅
を
複
数
戸
建
設

し
た
場
合　
戸
数
に
応
じ
て
軽
減

を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
住
宅
の
敷
地
を
拡
張
し
た
場
合

（
買
い
増
し
、
利
用
状
況
変
更
な

ど
）　
住
宅
と
隣
接
し
て
い
る
場

合
に
限
り
、
軽
減
を
受
け
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
事
務
所
・
商
店
・
倉
庫
な
ど
を

リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
で
居
住
用
に
し

た
場
合　
居
住
用
と
し
て
使
用
を

開
始
し
た
場
合
、
軽
減
を
受
け
ら

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
別
荘
の
敷
地
と
し
て
利
用
し
て

い
る
場
合　
別
荘
の
敷
地
は
、
基

本
的
に
非
住
宅
用
地
と
し
て
、
軽

減
の
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
が
、
居

住
用
と
し
て
使
用
を
開
始
し
た
場

合
や
、
利
用
頻
度
が
一
定
の
要
件

を
満
た
す
場
合
に
は
軽
減
を
受
け

ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

公
図
の
閲
覧
・

　
写
し
交
付
業
務
を

　
　
　
縮
小
し
ま
す

　
令
和
８
年
１
月
よ
り
、
税
務
課

窓
口
で
の
地
図（
公
図
）の
閲
覧
・

写
し
の
交
付
業
務
を
縮
小
し
ま
す
。

　
現
在
、
長
野
地
方
法
務
局
で
、

不
動
産
登
記
法
に
基
づ
く
地
図
の

写
し
の
交
付
を
行
っ
て
お
り
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
登
記
情
報

サ
ー
ビ
ス
や
、
民
間
サ
ー
ビ
ス
で

も
公
図
が
公
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
税
務
課
窓
口
で
公
図
の
閲

覧
・
写
し
の
交
付
業
務
を
行
う
必

要
性
が
薄
れ
て
き
た
た
め
、
業
務

を
縮
小
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

■
自
己
所
有
資
産
の
確
認

　
ご
自
身
の
所
有
す
る
資
産
に
つ

い
て
は
、
本
人
確
認
を
行
っ
た
上

で
、
こ
れ
ま
で
通
り
税
務
課
資
産

税
係
窓
口
で
対
応
し
ま
す
。

■
今
後
の
公
図
の
取
得
方
法

▽
法
務
局
窓
口
で
地
図
の
写
し
を

取
得
す
る
。

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
登
記
情

報
提
供
サ
ー
ビ
ス
を
使
用
し
て
登

記
情
報
を
閲
覧
す
る
。

※
不
動
産
登
記
法
に
規
定
さ
れ
て

い
る
地
図（
14
条
地
図
）に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
、
税
務
課
資
産
税

係
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。

住宅の新築
などをした皆さん

固
定
資
産
税

　
軽
減
の
申
告
は

　
お
済
み
で
す
か
？
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家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

滅
失
届
の
提
出
を

　
固
定
資
産

税
の
賦
課
期

日
は
、
毎
年

１
月
１
日
で

す
。

　
今
年
中
に

住
宅
や
車
庫

な
ど
固
定
資
産
税
の
対
象
と
な
る

家
屋
を
一
部
分
で
も
取
り
壊
し
た

場
合
は「
家
屋
滅
失
届
出
書
」を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
滅
失
届
出
書
の
提
出
後
、
職
員

が
現
地
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

課
税
登
録
を
抹
消
し
ま
す
。

　
こ
の
届
け
出
が
な
い
と
、
来
年

度
以
降
も
引
き
続
き
課
税
対
象
に

な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

提
出
方
法

　
税
務
課
資
産
税
係
、
市
八
坂
・

市
美
麻
支
所
に
あ
る「
家
屋
滅
失

届
出
書
」に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
固
定
資
産
税
関
係
の
届
出
書
の

各
種
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

そ
の
他
の
届
け
出

■
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く

な
っ
た
場
合

　
固
定
資
産
の
所
有
者
が
亡
く
な

り
相
続
登
記
を
し
て
い
な
い
場
合
、

相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
が
必
要

で
す
。

→
相
続
人
代
表
者
指
定（
変
更
）届

■
登
記
し
て
い
な
い
家
屋
の
所
有

者
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

　
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
未
登

記
の
住
宅
や
車
庫
な
ど
の
所
有
者

が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け
出
が
必

要
で
す
。

→
未
登
記
家
屋
所
有
者
変
更
届
出

書■
住
所
や
送
付
先
が
変
更
に
な
っ

た
場
合

　
市
外
に
居
住
し
大
町
市
に
固
定

資
産
が
あ
る
人
で
、
住
所
や
送
付

先
が
変
わ
っ
た
場
合
、
届
け
出
が

必
要
で
す
。

→
市
税
等
住
所・送
付
先
変
更（
廃

止
）届

各
種
様
式
の

入
手
方
法

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

→「
市
民
の
方
へ
」→「
手
続
き
・

証
明
」→「
税
金
・
市
の
債
権
」→

固
定
資
産
税
→「
固
定
資
産
税
に

関
す
る
届
出
」

確
定
申
告
用
の

固
定
資
産
税
額
明
細
書

（
無
料
）の
廃
止

　
確
定
申
告
用
固
定
資
産
税
額
明

細
書（
無
料
）は
、
発
行
業
務
を
廃

止
し
ま
し
た
。

　
確
定
申
告
に
は
毎
年
５
月
に
送

付
し
て
い
る
固
定
資
産
税
課
税
明

細
書
ま
た
は
税
務
課
資
産
税
係
で

有
料
で
交
付
し
て
い
る
公
課
証
明

書
な
ど
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
各
届
け
出
・
償
却
資
産
の
申
告

税
務
課
資
産
税
係

℡
□市
内
線
４
４
１
・
４
４
２

▽
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て

エ
ル
タ
ッ
ク
ス
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

℡
０
５
７
０
・
０
８
１
４
５
９

受
付
時
間　
平
日
午
前
９
時
～

午
後
５
時（
年
末
年
始
を
除
く
）

償
却
資
産
の
申
告
は

お
早
め
に
！

　
工
場
や
商
店
の
経
営
、
農
業
、

駐
車
場
・
ア
パ
ー
ト
の
貸
し
付
け

な
ど
を
行
っ
て
い
る
会
社
や
個
人

事
業
主
で
、
市
内
に
土
地
や
家
屋

以
外
の
事
業
用
の
償
却
資
産（
貸

し
付
け
て
い
る
も
の
も
含
む
）を

所
有
す
る
場
合
は
、
地
方
税
法
に

基
づ
き
申
告
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
申
告
用
紙
は
、
12
月
上
旬
に
送

付
し
ま
す
。
新
規
に
事
業
を
始
め

た
場
合
や
申
告
用
紙
が
届
か
な
い

場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
会
計

事
務
所
に
経
理
を
依
頼
し
て
い
る

場
合
は
、
会
計
事
務
所
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　
申
告
期
限
は
、
令
和
８
年
２
月

２
日（
月
）ま
で
で
す
。
期
限
間
近

は
大
変
混
雑
し
ま
す
。
提
出
は
、

お
早
め
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
ｅエ
ル
タ
ッ
ク
ス

Ｌ
Ｔ
Ａ
Ｘ
の
ご
利
用
を

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
エ
ル
タ
ッ

ク
ス（
地
方
税
ポ
ー
タ
ル
シ
ス
テ

ム
）ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
申

告
も
利
用
で
き
、
自
宅
や
職
場
か

ら
で
も
簡
単
に
申
告
で
き
ま
す
。

　
利
用
す
る
た
め
に
は
、
事
前
の

手
続
き
や
準
備
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
エ
ル
タ
ッ
ク
ス
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

固定資産税に関する

各種届け出・申告をお願いします

償却資産の例

看板管理機など大型特殊車両

https://www.eltax.lta.go.jp/
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市の職員数や給与などの状況
　市の人事行政運営などについて、市民の皆さんのご理解をいただくため、
職員数や給与などの状況の概要を公表します。
■問い合わせ　庶務課職員係　℡□市内線513・514

１職員の任命および職員数に関する状況
■職員の採用および退職の状況
　 ▽令和７年４月採用者　　25人
　 ▽令和６年度中途採用者　 3人
　 ▽令和６年度退職者　　　30人

■部門別職員数の状況（各年４月１日現在）

部門
職員数 対前年

増減比Ｒ６ Ｒ７

一般行政

議会 5 5 0
総務企画 77 73 △4

税務 22 21 △1
民生 83 86 3
衛生 23 23 0
労働 1 1 0

農林水産 16 15 △1
商工 12 12 0
土木 18 19 1
小計 257 255 △2

特別行政 教育 43 43 0

公営企業

病院 286 283 △3
水道 12 11 △1

下水道 3 4 1
その他 10 10 0
小計 311 308 △3

合計 611 606 △5
※職員数は、一般職に属する職員で、非常勤職員を
　除いています。

２職員の人事評価の状況

　人財育成と能力開発、職務改善を目的として、能
力主義、業績主義に基づき、全職員を対象に年２回
人事評価を実施しています。

３職員の給与の状況
■人件費の状況（令和６年度一般会計決算）

歳出額（Ａ） 186億 122万7千円
実質収支 3億2,760万1千円

人件費（Ｂ） 35億1,493万7千円
人件費率（Ｂ／Ａ） 18.90％

３職員の給与の状況
■職員給与費の状況

　（令和７年度一般会計予算）

職員数（Ａ） 312人

給与費

給料 12億5,019万1千円
職員手当 1億9,423万6千円

期末勤勉手当 5億2,052万 円
計（Ｂ） 19億6,494万7千円

１人当たり給与費（Ｂ／Ａ） 629万8千円

■職員の平均給料月額、
　平均給与月額および平均年齢の状況

　（令和７年４月１日現在）

区分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般

行政職 333,693円 374,710円 43歳 9月

技能
労務職 352,846円 364,050円 54歳11月

■職員の初任給の状況
　（令和７年４月１日現在）

区分 大町市 国

大学卒 220,000円 220,000円

高校卒 188,000円 188,000円

■ラスパイレス指数の状況
　（令和６年４月１日現在）

※国家公務員を100として給与水準を比較する指数のこと

区分 指数
大町市 96.2

全国の市平均 98.6

■職員手当の状況

▽期末手当・勤勉手当（令和６年度）

区分
支給割合

期末手当 勤勉手当
６月期 1.225月分 1.025月分
12月期 1.275月分 1.075月分

計 2.500月分 2.100月分
職務の級による加算措置　有

※国と同じ支給割合です。
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市の職員数や給与などの状況

３職員の給与の状況

▽退職手当（令和７年４月１日現在）

区分 自己都合 早期・定年
勤続20年 19.6695月分 24.586875月分
勤続25年 28.0395月分 33.27075 月分
勤続35年 39.7575月分 47.709 月分

最高限度額 47.709 月分 47.709 月分
職務の級による加算措置　有

※国と同じ支給割合です。

▽その他の手当
　扶養手当、管理職手当、寒冷地手当、時間外
勤務手当、特殊勤務手当、通勤手当、住居手当、
宿日直手当があります。

４特別職の報酬などの状況（令和７年４月１日現在）

区分 月額 期末手当（前年度）

給料

市長 801,000円

（支給割合）
６月期 1.700月分
12月期 1.750月分
　 計　 3.45 月分

加算措置　有

副市長 662,000円

教育長 570,000円

報酬

議長 374,000円

副議長 313,000円

議員 296,000円

５公平委員会の報告（令和６年度）

報告事項 件数

勤務条件に関する措置の要求 0件

不利益処分に関する審査請求 1件

６職員の勤務時間・休業・服務の状況

■勤務時間の状況
　１日７時間45分勤務

※原則として、午前８時30分～午後５時15分
　（休憩時間を除く）

■年次休暇の取得状況（令和６年度）
　１人当たり平均取得日数　9.5日

■育児休業の取得状況（令和６年度）
　 ▽育児休業の新規取得者　８人
　 ▽前年度からの継続者　　７人

７職員の分限と懲戒処分の状況（令和６年度）

種類 件数 内容
分限処分 11 心身の故障による休職
懲戒処分 6

８職員の退職管理の状況
　令和５年度定年退職者の再就職の状況は次のと
おりです。（定年延長に伴い、定年退職者はいません）

退職者数 0
再就職者数 0

再就職先 再任用 0
会計年度任用職員 0
民間企業など 0

９職員の研修の状況（令和６年度）

区分 種類 受講者数

一般研修
法制執務、財務、会計
研修、コンプライアン
ス研修など

1,126人

派遣研修 長野県、
職員研修センター　他 104人

その他研修 自主研修助成 22人

10 職員の福祉と利益の保護の状況（令和６年度）
■健康診断などの実施状況

項目 受診者数
定期健康診断 386人

ストレスチェック 541人
人間ドック 236人

■公務災害の認定状況
　公務上、通勤途上の災害により、負傷または死
亡した場合には、地方公務員災害補償基金から一
定の補償が行われます。
　公務災害認定　２件　通勤公務災害認定　０件

■職員互助会の設置および活動状況
　職員の互助共済および福利増進を図るため、地
方公務員法第42条の規定に基づき、大町市職員互
助会を設置し、職員厚生事業、文化活動事業、体
育事業などを行っています。職員互助会は職員か
らの会費と市補助金などによって運営しています。

▽職員互助会会費：（給料月額×0.7％）＋100（円）

▽令和６年度決算の状況
＊歳入　1,272万9千円
＊歳出　1,118万8千円
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　安全な通行・除雪作業のため、道路上にはみ
出ている樹木の剪

せん

定
てい

をお願いします。　市では、より
効果的な除雪作
業の実施と市民
サービスの向上
を図るため、除
雪車にＧＰＳ端末を配置し、除雪作業の進捗状
況をリアルタイムで把握できるシステムの運用
を開始しました。
　除雪作業の進捗状況は、次のホームページか
らご覧ください。
■公開期間
　12月１日（月）～
　令和８年３月31日（火）

安全・迅速な作業にご協力を安全・迅速な作業にご協力を

▽作業中の除雪車に近寄らないでください。

▽路上駐車は絶対にやめてください。

▽除雪作業により家の出入り口などに集まって
しまう雪は、道路に出さずに道路脇や空き地
に積み上げてください。

▽除雪車による道路除雪には雪寄せ場が不可欠
です。空き地や農地を雪寄せ場として利用さ
せていただくことに、ご理解とご協力をお願
いします。

水路には雪を流さないで水路には雪を流さないで
　水があふれるため、流雪溝（市街地）以外の
水路には絶対に雪を流さないでください。

屋根雪の落下防止にご協力を屋根雪の落下防止にご協力を
　屋根に器具を付けるなどして、落雪事故防止に
努めましょう。

■搬入期間　降雪時～翌年３月末
■利用時間　基本的に24時間開放
■注意事項

▽ごみなどを持ち込まないでください。

▽照明がないため、日中にご利用ください。

　市内の雪捨て場は、高瀬川
河川敷に２カ所あります。

道路に出ている樹木の管理を道路に出ている樹木の管理を除雪車情報除雪車情報をを
リアルタイムで確認できますリアルタイムで確認できます

除雪作業除雪作業 雪捨て場雪捨て場

　市では、安全で円滑な道路交通を確保するため、朝の通勤・通
学時間に間に合うように、夜明け前から除雪作業を行っています。
皆さんのご理解とご協力をお願いします。
■問い合わせ

▽国道・県道　大町建設事務所維持管理課維持係
　℡22-5111（内線2431・2432）

▽市道　建設課維持管理係　℡□市内線678

https://www.daihoku-josetsu.jp/
josetsugps/imadoko/top_omachicity/

境界

歩道歩道 車道車道

境界

2.5m
4.5m

通行障害部

至 木崎湖

至 大町市役所

蓮華大橋雪捨て場
（蓮華大橋北詰め東側）

至 グリーンパーク

至 大町温泉郷 県道槍ヶ岳線

蓮華大橋

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

北アルプス
パノラマロード

運動公園
総合体育館

観音橋

高瀬川

❶

観音橋雪捨て場
（観音橋西詰め南側）

❷

旧野口駐在所

快適な冬の暮らしを快適な冬の暮らしを
道路除雪にご協力をお願いします
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年末年始の休日緊急当番医・薬局
　変更する場合があります。事前に確認の上、受診・来店してください。

　年末年始の衛生業務・施設や、緊急当番医・
薬局は次のとおりです。

このページは抜き取って年始まで
保管すると便利です！年末年始のご案内

休日緊急当番医（大北一円）
  （診療時間9:00〜17:00）

12月28日（日）
菊地クリニック 上　一 ℡ 21-2580
にしもりクリニック 松川村 ℡ 61-1700
神城醫院 白馬村 ℡ 75-7050

12月29日（月）神城醫院 白馬村 ℡ 75-7050

12月30日（火）
野村クリニック 東若宮町 ℡ 85-0085
太田医院 池田町 ℡ 62-1010
横沢医院 白馬村 ℡ 72-2008

12月31日（水）
最上整形外科クリニック 上　一 ℡ 23-3300
松本クリニック 松川村 ℡ 61-5151
小谷村診療所 小谷村 ℡ 82-2044

1 月 1 日（木）
いしぞね内科・外科クリニック 旭　町 ℡ 23-2555
あづみ病院 池田町 ℡ 62-3166
栗田医院 白馬村 ℡ 72-2428

1 月 2 日（金）
柿下クリニック 清　水 ℡ 21-1230
せりざわクリニック 池田町 ℡ 62-3000
しんたにクリニック 白馬村 ℡ 75-4177

1 月 3 日（土）
遠藤内科医院 神栄町 ℡ 22-0031
吉村医院 松川村 ℡ 61-5666
白馬診療所 白馬村 ℡ 75-4123

歯科（大北一円）
（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）

12月28日（日）小田切歯科医院 池田町 ℡ 62-3134

12月29日（月）金子歯科医院 旭　町 ℡ 23-2200

12月30日（火）丸山歯科クリニック 松川村 ℡ 62-0648

12月31日（水）横澤歯科医院 六九町 ℡ 22-1343

1 月 1 日（木）青木歯科医院 松川村 ℡ 62-9888

1 月 2 日（金）にこにこデンタルクリニック 下　一 ℡ 23-5612

1 月 3 日（土）あづみ病院歯科口腔外科 池田町 ℡ 61-1168

薬局（市内）
 （営業時間9:00〜17:30）

12月28日（日）轟薬局 上　一 ℡ 21-1512

12月30日（火）はなのき林薬局 東若宮町 ℡ 85-0595

12月31日（水）かみいち林薬局 上　一 ℡ 26-3025

1 月 1 日（木）アーク調剤薬局長野大町店 旭　町 ℡ 85-4587

1 月 2 日（金）とをしや薬局大町常盤店 上　一 ℡ 26-3252

1 月 3 日（土）林薬局 仁科町 ℡ 22-0151

年末年始の衛生業務日程

月日
業務

12月 １月

27日（土）28日（日） 29日（月） 30日（火）31日（水）１日（木）２日（金）３日（土）４日（日） ５日（月）

燃えるごみ
収集 休み 平・常盤・社・

八坂地区
大町・　
美麻地区 休み 平・常盤・社・

八坂地区

金属ごみ
収集 休み

資源物収集 日程表のとおり 休み 日程表のとおり 休み

北アルプス
エコパーク

9:00

～

11:00
休み

9:00

～

16:00

大町リサイ
クルパーク

9:00

～

11:00
休み

9:00

～

16:00

グリーン
パーク 休み

13:30

～

15:30

し尿・
雑排水処理 休み 午前中のみ

営業 休み 通常営業

北アルプス
広域葬祭場 通常営業 休み 通常営業火葬予約は受け付けます。

（動物を除く）
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凍
結
を
防
ぐ

「
２
つ
の
予
防
」ポ
イ
ン
ト

■「
水
抜
き
」を
習
慣
に

　
天
気
予
報
の
低
温
注
意
報
な
ど

に
注
意
し
、
翌
朝
に
激
し
い
冷
え

込
み
が
予
想
さ
れ
る
場
合
は
、
就

寝
前
に
不
凍
栓
で
水
抜
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。
旅
行
な
ど
で
長
期
間

家
を
留
守
に
す
る
場
合
も
、
水
道

管
や
ト
イ
レ
タ
ン
ク
の
水
抜
き
を

忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

■「
凍
結
防
止
帯
」を
点
検
す
る

　
凍
結
防
止
の
た
め
、
一
般
的
に

使
用
さ
れ
て
い
る
凍
結
防
止
帯

（
配
管
ヒ
ー
タ
ー
）で
す
が
、
本
格

的
な
寒
さ
を
迎
え
る
前
に
、
電
源

が
入
っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
ょ

う
。
経
年
劣
化
に
よ
り
凍
結
防
止

帯
が
機
能
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
早
め
に
大
町
市
指
定
給

水
装
置
工
事
事
業
者
に
設
備
の
点

検
な
ど
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も

凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら
？

　
給
水
管
や
蛇
口
に
タ
オ
ル
な
ど

を
か
ぶ
せ
、
そ
の
上
か
ら
ぬ
る
ま

湯
を
か
け
て
溶
か
し
ま
す
。
熱
湯

を
直
接
か
け
る
と
、
急
激
な
温
度

変
化
で
水
道
管
や
蛇
口
が
破
裂
す

る
危
険
が
あ
り
ま
す
。
ご
自
身
で

対
処
し
て
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

無
理
を
せ
ず
大
町
市
指
定
給
水
装

置
工
事
事
業
者
に
解
氷
作
業
を
依

頼
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
凍
結
し
て
水
が
出
な
い

と
き
で
も
蛇
口
は
必
ず
閉
め
て
く

だ
さ
い
。
外
出
中
な
ど
に
気
温
が

上
昇
し
て
、
氷
が
解
け
る
と
、
水

が
流
れ
出
し
、
屋
内
が
水
浸
し
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ア

パ
ー
ト
な
ど
で
は
、
階
下
ま
で
被

害
が
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

お
知
ら
せ

上
下
水
道
窓
口
業
務
等

受
託
事
業
者
の
社
名
が

変
更
に
な
り
ま
す

　
現
在
業
務
を
受
託
し
て
い
る

事
業
者
が
、
合
併
に
よ
り
新
会

社
を
設
立
す
る
た
め
、
令
和
８

年
１
月
１
日
よ
り
、
市
上
下
水

道
お
客
様
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
受
託
事
業
者
の
社
名
が
変
更

と
な
り
ま
す
。

■
旧
社
名

Ｃ
Ｄ
Ｃ
ア
ク
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
大
町
営
業
所

■
新
社
名

ス
カ
イ
ア
ク
ア
サ
ー
ビ
ス
株
式

会
社
大
町
営
業
所

※
業
務
内
容
、
所
在
地
、
連
絡

先
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ

市
上
下
水
道
お
客
様
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー

℡
２
２
・
０
８
１
０

水
道
設
備
は

個
人
の
財
産
で
す

　

市
の
配
水
管
か
ら
分
岐
し
た

給
水
装
置（
給
水
管
、
水
道
メ
ー

タ
ー
、
蛇
口
な
ど
）は
個
人
の
所

有
物
で
す
。
凍
結
に
よ
る
破
裂
を

修
理
す
る
場
合
も
、
修
理
費
は
個

人
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
、
日
ご

ろ
か
ら
ご
自
宅
の
水
道
設
備
に
関

心
を
持
ち
、
大
切
に
管
理
し
ま

し
ょ
う
。

大町市指定給水装置
工事事業者

給水管

公道

境界

住宅・アパートなど
給水装置（個人の所有物）

漏水を修理した
ときの土工事分は
上下水道課負担 修理費用は個人負担

配水管（市水道事業） 止水栓 水道メーター（量水器）

水道水道のの
凍結対策凍結対策をを忘れずに忘れずに

本格的な冬の前に本格的な冬の前に

重要

　厳しい寒さが予想される季節になり、屋外や北側の日の当たらない場所に
ある水道管や蛇口の水が凍り、水が出なくなることがあります。水は凍ると
体積が増えるため、万が一の場合、水道管の破裂につながりますので、注意
が必要です。
■問い合わせ　上下水道課お客様サービスセンター　℡22-0810
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　災害はいつ起こるか分かりません。被害を最小限にするためには、日頃の備えが重要です。
これからますます寒さも厳しくなりますので、冬の災害に備えておきましょう。

冬の災害への備え

▽屋外に避難することもあります。暖かい防寒着をすぐに着用できるように準
備しておきましょう。

▽避難所が寒いことも考えられます。使い捨てカイロやブランケットなど、避
難所で寒さをしのぐための防寒グッズも用意しておきましょう。

▽避難する必要がなくても、ライフラインが止まってしまう場合も考えられま
す。食料や飲料水のほかに、蓄電池などの非常用バッテリーを備えるととも
に、温かい食事を取れるようにカセットコンロなどを用意しておきましょう。

▽停電時にも暖を取れるようポータブルストーブや灯油などの暖房器具を準備
しておきましょう（保管方法や保管場所にはご注意ください）。

■問い合わせ　危機管理課危機管理係　℡□市内線515・516

市内で停電が発生したら…。
　これからの季節は降雪の影響で停電が発生する可能性があります。
　中部電力パワーグリッドでは「停電情報お知らせサービス」の無料アプリを配信しています。
停電や復旧の情報のほかに、近くの避難所なども確認いただけますのでご活用ください（アプリ
の取得方法は市ホームページでご確認ください）。
■問い合わせ　中部電力パワーグリッド　℡0120-985-232

冬の災害に備えましょう

年末特別警戒年末特別警戒
～年の暮れ　みんなでつくろう　安心の街～～年の暮れ　みんなでつくろう　安心の街～

12月15日～31日は「年末特別警戒」期間です！12月15日～31日は「年末特別警戒」期間です！
　年末は、犯罪や事故の多発が予想されます。この年末を犯罪被害に遭わず、安全で安心して過ごすこと
ができるよう、大町警察署をはじめ、関係機関、自治会や防犯パトロール団体などが、地域住民の皆さん
と協力して犯罪抑止を推進します。安全で安心な街づくりのため、ご理解とご協力をお願いします。

住宅対象の強盗事件強盗事件の
被害に遭わないために

▽在宅時でも玄関や部屋の窓などは、換気
など必要なとき以外は、鍵をかけましょう。

▽階段、風呂場、トイレなどの小窓にも日
頃から鍵をかけましょう。

▽就寝前や出かける前には、必ず施錠の確
認をしましょう。

▽家の中に必要以上の現金を保管しないよ
うにしましょう。

犯人は下見をすることがあります。
不審な人・車を見たら警察に通報を!!

地域の皆さんにながら見守りながら見守りの
ご協力をお願いします
　まちで暮らす１人１人が、自分のライフスタイルにあっ
た形で、防犯意識を持って地域の子どもや女性に気を配る
ことで、地域を見守る目を増やすことにつながります。「通
勤しながら」「散歩しながら」「配達の仕事をしながら」「買い
物をしながら」など、誰もが気軽に実践できる「ながら防犯」
に取り組みましょう。

事件や事故を目撃した時はすぐ通報！
気になることがあれば各機関に連絡しましょう。

■問い合わせ　 ▽大町警察署　℡22-0110　
　　　　　　　 ▽警察相談ダイヤル　℡#9110

▽消費者ホットライン（詐欺・悪質商法など）　℡188

大北防犯協会連合会
大町警察署
℡22-0110
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　「山麓アートラボ」は、「山麓おちつく
おうち計画」が主催し、大町市地域おこし協
力隊が協力する、アートを学び・考え・表
現する場です。大町市内の公民館で、絵画・
現代アート・映画・教育など、多彩な分野
で活動する移住メンバーが講師となり、ワー
クショップ（ＷＳ）や講座を開催します。
　みんなで「学び・考え・表現する」時間を
楽しみませんか？ 講師プロフィールなどは
山麓アートラボのInstagramをご覧ください。

共通事項共通事項

■時間　午後２時～
■会場　大町公民館分室　２階　学習室４
■申し込み　各開催日の１週間前までに、

申し込みフォームから。

■問い合わせ
山麓おちつくおうち計画
Ｅメールochitsukuouchi@gmail.com
Instagram ＤＭ　@sanroku___artlab
■その他
各講座の対象外の年齢の人でも参加希望の
場合は、お気軽にご相談ください。

不思議な
ピンホールカメラをつくろう
　映画館で映画を見るとき、まっくら
ですよね。でもそれってどうしてなん
だろう？ 実は、その秘密につながる
不思議なカメラがあるんです！ スマ
ホやデジカメとは違う、小さな箱のカ
メラを自分でつくって外に出てみま
しょう。いつも見ている景色が、まる
で違う世界のように見えるはず。
■対象　６～12歳
　　　　（小学校低学年は保護者同伴）
■費用　1,500円（材料費込み）

ＹＢＡからはじめる
現代アート講座
　ＹＢＡ（ヤング・ブリティッシュ・アーティスト）とは、1990
年代ごろにイギリスで登場した現代アーティストたちの総称で
す。彼らの作品は、家の内部全体
にコンクリートを流し込み、固まっ
たあとに外壁を取り壊して「家の中
の空間そのもの」を作品にするなど、
驚きと刺激に満ちています。「アー
トってこんなにおもしろいんだ！」
という感動を皆さんにも体験し
てもらえたらと思っています。
■対象　中学生以上
■費用　▷一般　1,500円　

　 　 　 　 ▽学生　 500円

【ＷＳ】こどもの絵を
服にシルクスクリーン印刷しよう！しよう！
　描いた絵を版にして、服やバッグに印刷。
手が動き、絵が生まれる面白さを感じながら、
身に着けるものにしてみましょう！ 作った版
はお持ち帰りOKです！ 
■対象　３～12歳

（未就学児は保護者同伴）
■費用　2,000円

（保護者もつくる場合は＋1,500円）
■持ち物　汚れてもいい服、白い布素材のも

の（Ｔシャツ、エコバッグなど）
■申し込み　この講座のみ開催２日前

まで申し込み可能です。

参加者募集
山麓アートラボ
地域おこし協力隊が協力します！地域おこし協力隊が協力します！

12/7（日）

12/14（日）

12/21（日）

〃〃

■講師　淺井真至さん

■講師　村上慧さん

■講師　キタマイさん
（大町市地域おこし協力隊）

申し込み
フォーム

ＹＢＡのアーティストが
多数参加した展覧会

「Sensation」  （1999年）

Photo: Brooklyn Museum / Wikimedia Commons (public domain)



生涯学習

　子どもたちが主体的に選択し、生涯にわたってスポーツ・文化芸術活動に参加できる機会を確保する
ために、安全な活動の場を提供できる地域クラブを募集します。

■問い合わせ　学校教育課庶務係　℡□市内線611　Ｅメールgakkou@city.omachi.nagano.jp

■これまでの経過
　中学校の部活動は、生徒が自発的に参加し、
部活動顧問の指導の下、体力や技術、学習意欲
の向上を図ることや、自己肯定感・責任感・連
帯感の重要性を学ぶための教育活動として行わ
れてきました。
　しかし、少子化や教員の働き方改革が進む中、
部活動を従来と同様の体制で運営することは難
しくなってきており、国は「学校部活動及び新た
な地域クラブ活動の在り方に関する総合的なガ
イドライン」を策定し、学校部活動の段階的な地
域展開・地域連携を進めることとしています。

■市での対応
　当市でも、学校部活動を取り巻く環境の変化
に対応し「大町市学校部活動地域展開推進協議
会」を設立し、学校部活動の地域展開・地域連携
を進めています。
　「大町市地域クラブ」は、既存の活動団体のほ
か、住民組織や保護者、民間事業者など幅広い
団体が運営主体（協議会）へ登録し、実施主体（地
域クラブ）となることで地域の多様な人材との豊
かな交流を目指します。
■申し込み　市ホームページ
で認定要項や申し込み方法を
ご確認ください。

【募集】「大町市地域クラブ」活動団体

大町市少年少女合唱団定期演奏会
　大町市少年少女合唱団では、定期演奏会を開催します。
　合唱団の愛唱歌や、皆さんにおなじみの曲など、楽しい
プログラムを用意しています。入場無料です。
　大勢の皆さんのご来場をお待ちしています。
■日時　12月７日（日）

▽開場　午後１時30分

▽開演　午後２時
■会場　文化会館　ホワイエ

北アルプス囲碁・将棋大会【新春大会】
　毎年恒例の「北アルプス囲碁・将棋大会（新春大会）」を開催します。
　この機会に実力を試してみませんか。大勢の皆さんの参加をお待ち
しています。申し込み不要、参加無料です。
■日時　令和８年１月18日（日）

▽受付　午前９時～９時30分

▽組み合わせ抽選　午前９時30分～10時

▽対局開始　午前10時
■会場　大町公民館・文化会館　
　　　　２階　視聴覚室
■その他　昼食の弁当の注文を当日申し込み

（700円：自己負担）で受け付けます。

■種目 ▽囲碁 ▽将棋

■参加
　資格

中信地区にお住まいか、
通勤している人

大北地区にお住まいか、
通勤している人

（共通）大北の囲碁・将棋団体関係者
■級 Ａ級の部（有段者）、Ｂ級の部（一般）
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文化会館・大町公民館 ℡・有線 22-9988

文化会館
ホームページ



生涯学習

パーソナルトレーナーによる
トレーニング講座

　新春の朝にお友達やご家族と一緒にさわやかな汗を
かいてみませんか。皆さんの参加をお待ちしています。
参加無料です。
■日時　令和８年１月１日（木）

▽受付　午前９時～　 ▽スタート　午前10時
■会場（集合）　社公民館
■対象　健康に自信のある人
　※小学生未満は保護者同伴

■申し込み　12月19日（金）までに、いずれかの方法で申し込み。
　 ▽ながの電子申請

　 ▽電話または直接、社公民館へ。
■その他　 ▽完走賞（ボールペン）を用意しています。

　 　 　 　 　 ▽小学生・中学生のみ、男女別の第３位までの人にメダルを贈呈します。

　ストレッチや自重トレーニングを中心とした自宅でもで
きる筋力強化の運動をします。各回完結の講座で、毎回の
参加も可能です。参加者（20～70代）からは「柔軟性や筋力
が向上した」「肩凝り・腰痛が改善した」「基礎体温が上がっ
た」などの声も。少しハードですが、回を追うごとに体の変
化を実感できます。途中までの参加や見学も可能です。
■期日　全８回

▽12月16日（火）

▽12月24日（水）

▽令和８年
　１月15日（木）

▽１月30日（金）

▽２月10日（火）

▽２月25日（水）

▽３月６日（金）

▽３月19日（木）
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総合体育館

社公民館

℡・有線 22-8855　Ｅメール sports@city.omachi.nagano.jp

℡・有線 22-0378

■時間　午前10時～正午
■会場　総合体育館　大アリーナ
■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人　各回先着30人
　　　　　　※定員に達しない場合は、市外からの参加も受け付けます。
■費用　500円／１回（保険料、施設使用料など）
■持ち物　運動のできる服装、上履き、飲み物、タオル、筆記用具
■申し込み　各開催日の２日前までに、直接、総合体育館窓口へ。
　※初めて参加する場合、総合体育館窓口での要項の受領と、申込書の提出が必要です。

市ホームページ

厳しい！ だから効く！厳しい！ だから効く！

第35回元旦マラソン第35回元旦マラソン



　　　　　　　　　　　

クリスマスお楽しみ会　 児童センター・大町図書館共催
　児童向けクリスマスお楽しみ会を、児童センターで開催します。英語の絵本とおはなしを楽しむ会の「こ
とばの森」の皆さんによるおはなしや手遊び歌などで、楽しいひとときをお過ごしください。サンタさんから
のすてきなプレゼントもありますよ（子どものみ）。ぜひ遊びに来てください。申し込み不要、参加無料です。
■日時　12月６日（土）　午後２時～３時　　　　　　■会場　児童センター

12月の整理休館
　大町図書館では、毎月最終火曜日を整理休館日としていますが、12月は日程が異なりますので、ご理
解とご協力をお願いします。
■整理休館日　12月23日（火）

年末年始休館
　次の日程は年末年始休館です。
■年末年始休館日　12月29日（月）～令和８年１月３日（土）
■その他　年末年始の休館中の本の返却は、正面玄関入り口か西側入り口にある「返却ポスト」にお返し

ください。ただし、ＣＤ、ＤＶＤ、雑誌、紙芝居は破損の恐れがあるため、１月４日（日）以降
の開館日に、直接カウンターへお返しください。

新春恒例！ 本の福袋
　子ども向けに「本の福袋」の貸し出しを行います。
　図書館の職員がお薦めの本を選び、２冊ずつ詰めた福袋を30袋用意します。どんな本が入っているか
はお楽しみ。新しい本との出会いがあるかもしれませんよ。
■貸し出し開始　１月４日（日）　午前９時30分～

そば打ち講座 
　信州そばを自分で打ってみよう 新そばを 香りと味と のどごしで
　そば打ちを習ってみませんか？ 初めての人、大歓迎です！
■日時（共通）　全２回　土曜日

▽12月13日　 ▽12月20日　午後１時30分～２時間程度
■会場　社公民館　大展示室
■定員　各回先着５人
■講師　内川篤さん
■持ち物　エプロン、三角巾、タオル、そばを持ち帰る容器、筆記用具
■費用　1,000円（材料費）※当日集金します。
■申し込み　12月11日（木）までにいずれかの方法で申し込み。　 ▽ながの電子申請
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ▽電話または直接、社公民館へ。
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す
。

■
募
集
期
間　

令
和
８
年
１
月
30
日

（
金
）ま
で

■
試
験
日　
面
接
は
随
時
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
税
務
署
総
務
課　

℡
２
２
・
０
４
１
０　
内
線
30　

（
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択
し
て

く
だ
さ
い
）

大
町
岳
陽
高
等
学
校

ア
ジ
ア
フ
の
物
資
回
収
の
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
　

　
大
町
岳
陽
高
等
学
校
は
、
ア
ジ
ア
・

市では、LINE公式アカウントで情報を発信しています。 
友だち登録して、最新情報や生活情報を入手しましょう！ 

問い合わせ　大町市総合情報センター　TEL 21-3800 @omachi_nagano 
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https://www.city.omachi.nagano.jp/
市 ＝市役所 TEL・有線22-0420／FAX23-4304

電話のかけ間違いにご注意ください

大町市役所 0261-22-0420

■
問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

℡
□市
内
線
８
３
０

令
和
７
年
分

青
色
決
算
説
明
会

　
大
町
税
務
署
で
は
、
個
人
事
業
主
の

人
の
青
色
決
算
書
の
作
成
方
法
や
作
成

に
当
た
っ
て
の
注
意
点
な
ど
に
つ
い
て
、

青
色
申
告
会
の
協
力
を
得
て
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご

出
席
く
だ
さ
い
。

事
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

■
日
時　
12
月
２
日（
火
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
大
町
商
工
会
館

■
定
員　
先
着
30
人

■
申
し
込
み　
不
要

農
業
所
得
を
有
す
る
青
色
申
告
者

■
日
時　
12
月
５
日（
金
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場　
Ｊ
Ａ
大
北
ア
プ
ロ
ー
ド　
２

階　
オ
ー
ロ
ラ
ホ
ー
ル

■
申
し
込
み　
12
月
４
日（
木
）午
後
４

時
ま
で
に
、
電
話
で
大
町
税
務
署
個
人

課
税
部
門
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　

大
町
税
務
署
個
人
課
税
部
門

℡
２
２
・
０
６
７
４

農
地
相
談
会

　
市
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
お
答
え
す
る
た

め
、
農
業
委
員
に
よ
る
農
地
相
談
会
を

開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
不
要
、
相
談
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
農
業
者
年
金
の
相
談
に
も

お
答
え
し
ま
す
。

■
日
時　
12
月
13
日（
土
）　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

▽
最
終
受
付　
午
後
３
時

■
会
場　
市
役
所　
東
庁
舎
２
階　
東

大
会
議
室

■
対
象

▽
市
内
に
農
地
を
持
っ
て
い
る
人

▽
市
内
の
農
地
を
探
し
て
い
る
人

▽
国
民
年
金
の
加
入
者
で
農
業
者
年
金

へ
の
加
入
を
検
討
し
て
い
る
人

■
問
い
合
わ
せ

市
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
□市
内
線
６
４
０

宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備

大
平　
防
災
資
機
材
整
備

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源

に（
一
財
）自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
実
施

し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を

活
用
し
、
大
平
自
主
防
災
会
で
は
、
テ

ン
ト
、
発
電
機
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
投
光
器
な
ど

の
防
災
備
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
災
害
な
ど
が
頻
発
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
宝
く
じ
助
成
金
で
防
災

備
品
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
有
事

の
際
の
日
常
生
活
に
対
す
る
支
援
体
制

の
構
築
が
可
能
と
な
り
、
地
域
住
民
の

不
安
の
解
消
や
地
域
の
安
心
安
全
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
備
品
を
使
用
し
、
防

災
意
識
の
高
揚
と
防
災
活
動
の
充
実
を

図
り
ま
す
。
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図書館だより

−新着図書（一般向け）−
小泉八雲と水木しげるに学ぶ異界の歩き方［民俗］
���������������� 小泉凡／監修
大ピンチを楽しむ［絵本研究］
����������� 鈴木のりたけ／語り・絵
最愛！ のりレシピ86［料理］��  しらいのりこ／著
迷わない！ お父様のスピーチ完全マニュアル［式辞］
���������������� 鈴木千春／著
ブラックスワン BLACKSWAN［日本の小説］
���������������� 相場英雄／著
−新着図書（子ども向け）−

人種は愉快なジグソーパズル［人種差別］
��������������� 小手鞠るい／著
ファッション革命 めざせ！ 持続可能なスタイル

［ファッション]������ レイナ・デライル／文
天沢逸里／日本語版監修　佐藤淑子／訳

命の宿題 「殺処分ゼロ」を語った日から…［動物］
�������� 今西乃子／著　浜田一男／写真
パンどろぼうとスイーツおうじ［日本の絵本］
��������������� 柴田ケイコ／作
−今月の推薦図書−

新 都市動物たちの事件簿
The Case Files of Urban Wildlife
時事通信出版局　佐々木洋／著
　都民でもクマ鈴が必要になる？ 急
増する都会育ちのカブトムシ・クワ
ガタ、セミ界のニュースタンダードなどなど。自
然解説のプロが、思わず人に教えたくなる“都会派
動物たち”のエピソードを紹介する。
図書館探偵団　岩崎書店　野口武悟／監修
　学校図書館や公共施設の役割や利
用の仕方をビジュアルで解説。公共
図書館の新しい形、読書バリアフリー
デジタル図書館など、進化しつつあ
る図書館の姿を紹介する。図書館の
歴史や、図書館関連の本なども掲載。
−今月の催し−

おはなしの森���� ６日（土）　午前10時30分〜
クリスマス会（児童センター）�� ６日（土）　午後２時〜
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21-1616

国営アルプスあづみの公園　おでかけ通信 184184
年末年始のイベント紹介年末年始のイベント紹介

　今年も、年末年始の季節イベントを開催します。恒例
の「干支の黒板アート」は、目の前で作品が生まれるライ
ブ感が魅力。作家とお話しできる交流も楽しめます。ク
リスマス飾りやお正月アイテムづくりなどのクラフト体
験も多数ご用意。季節のわくわくを、みなさんでどうぞ。

干
え

支
と
「午

うま
」の黒板アート

　安曇野市穂高出身のアーティスト「錦鯉野アキコ」さん
による「午」の黒板アートを展示します。
■制作期間　11月29日（土）～12月５日（金）
■展示期間　12月６日（土）～令和８年１月25日（日）
■会場　インフォメーションセンター

ちりめん和紙でつくる「午」の押絵づくり
　やわらかな風合いのちりめん和
紙で、干支「午」の押絵を作ります。
お子さんから大人まで楽しめます。
■日時
12月13日（土）・14日（日）

▽午前10時～11時30分

▽午後１時～２時30分
■会場　インフォメーションセンター
■定員　各回５人（要事前申し込み）
■費用　500円

【食体験】クリスマスピタパン
■日時　12月20日（土）・21日（日）

▽受付
　午前９時30分～午後１時30分
■会場　森の体験舎　食工房
■費用　250円
※材料がなくなり次第終了

【創作体験】輪飾りづくり
■日時　12月27日（土）・28日（日）

▽受付　午前９時30分～11時30分、
　　　　午後１時～２時30分
■会場　森の体験舎　創作工房
■費用　200円

【共通事項】

▽料金の掲載のないものは無料ですが、入園料は必要で
す（中学生以下無料）。

▽申し込みの掲載がないものは、当日直接ご参加ください。

詳細は、公園管理センター（大町・松川地区）にお問い
合わせください。ホームページでもご確認いただけま
す。一部のイベントは、事前の電話予約も承っています。
https://www.azumino-koen.jp/

■問い合わせ　アルプスあづみの公園管理センター
　（大町・松川地区）　℡21-1212

有線放送今月の番組から

　まちなかボイス～きらり☆大町人～
　常盤清水地区の百寿会
カラオケクラブをご紹介
します。クラブ代表の中
山英雄さん（写真左）と、ク
ラブ発足当初から活動す
る伊藤甚弌さん（写真右）
に趣味を通じて生まれる仲間との絆や、シニア世代
の地域とのつながりなどについてお聞きします。

 放送日  ……………………… 10日（水）・14日（日）
■問い合わせ　大町市有線放送　℡・有線22-1297

広報おおまち　2025.12 20

昨
年
の
作
品



今月の有料相談（要予約）

法 律 16日・23日 火曜日 13:00〜16:00 北アルプス
市町村会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =１時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー
●譲ります

▽新規なし
●譲ってください

▽剪
せん

定
てい

用脚立（サイズなど問わない、購入から10年
以内）�����������������  無料
　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任において
行ってください。「広報おおまち」が届く前に交渉
が成立することがあります。市ホームページにも
随時情報を載せていますので、ぜひご覧ください。
また、電子申請からでも登録ができます。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡□市内線463

今月の納税など
市県民税（普通徴収分）………………………………… 第４期
国民健康保険税（普通徴収分）……………………… 12月分
後期高齢者医療保険料（普通徴収分）……………… 12月分
保育料・保育所給食費……………………………… 12月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……………………… 12月分
ケーブルテレビ利用料……………………………… 第12期
学校給食費…………………………………………… 第８期
上下水道料…………………………………………… 12月分

納期限は令和８年１月５日（月）

今月の無料相談

法 律
（要予約）

９日（火）
13：00〜15：30

市民相談室
（市役所本庁舎１階）

広聴広報係
☎□市 内線 403

担当=唐澤佳秀弁護士 （次回は１月13日　金技真佐尋弁護士）

行 政 24日（水）
9：00〜12：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

行政管理・
コンプライアンス

推進係
☎□市 内線 511

年 金
（要予約）

18日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-25-8100

日本政策金融
公庫（要予約）

18日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女性・男性
（予約優先）

11日（木）
10：00〜15：00 子育て・

女性相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策係

☎□市 内線 83025日（木）
9：00〜12：00

育 児
24日（水）

9：30〜11：00
中央保健
センター

中央保健
センタ―

☎ 23-4400女性のからだ
（要予約）

交 通 事 故
（要予約）

25日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理・環境課

県民生活担当
☎ 23-6502

心 配 ご と
（要予約）

1日・15日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501司法書士

（要予約）
1日・15日

月曜日
13：00〜15：00

成年後見制度
（要予約）

18日（木）
13：30〜15：30

総合福祉
センター

成年後見支援センター
☎ 22-1550

生活・就労
（要予約）

平日
9：30〜17：00

総合福祉
センター

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

若 年 者
就 職 相 談
（要予約）

18日（木）
13：30〜17：00

第５会議室
（市役所本庁舎 2 階）

商業労政係
☎□市 内線 542

人 権 18日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

ケーブルテレビ今月の番組から

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00
＊八坂小中学校　やまびこ祭���� 1日〜14日
＊美麻小中学校　梨の木祭����� 8日〜21日
＊大町北小学校　音楽会����� 15日〜28日
＊大北吹奏楽フェスティバル��22日～１月４日
＊楽しい野菜づくり教室2025　総集編
　������������� 26日～１月11日
＊定例記者会見��������� 26日・27日

市議会12月定例会　午前10:00開会
＊一般質問（生中継）������� 10日〜12日
＊本会議（生中継）�������� ２日・23日

シャイニングキッズ　毎日放送
午前7:00、午前11:30、午後4:00、午後6:00
　おおまちのげんきなこどもたち。日常のドキド
キ・ワクワクな表情をご覧ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新）午前6:00、午前8:30、
正午、午後5:00、午後7:00、午後11:00
＊一週間の出来事、市からのお知らせなど
※放送予定を変更する場合があります。ご了承く

ださい。

▽ 番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページをご覧ください。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ＤＸ推進係　℡21-3805
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今年度も実施します！
令和８年３月までの

申し込みが対象です。
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休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

7日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
若林医院 松川村 ☎ 62-2105
白馬インターナショナルクリニック 白馬村 ☎ 85-2264

14日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

21日（日）
大町総合病院 高見町 ☎ 22-0415
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
栗田医院 白馬村 ☎ 72-2428

28日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
にしもりクリニック 松川村 ☎ 61-1700
神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

29日（月） 神城醫院 白馬村 ☎ 75-7050

30日（火）
野村クリニック 東若宮町 ☎ 85-0085
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

31日（水）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
松本クリニック 松川村 ☎ 61-5151
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
7日（日） オクハラデンタルクリニック 仁科町 ☎ 23-0500

14日（日） 小谷歯科医院 小谷村 ☎ 82-2762
21日（日） 大町病院口腔外科 高見町 ☎ 22-0415
28日（日） 小田切歯科医院 池田町 ☎ 62-3134
29日（月） 金子歯科医院 旭　町 ☎ 23-2200
30日（火） 丸山歯科クリニック 松川村 ☎ 62-0648
31日（水） 横澤歯科医院 六九町 ☎ 22-1343

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間9:00〜17:30）
7日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595

14日（日） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595
21日（日） れんげ薬局 高見町 ☎ 22-0125
28日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
30日（火） はなのき林薬局 東若宮町 ☎ 85-0595
31日（水） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

　今年も全国からたくさんの年賀
状をいただきありがとうございま
した。例年よりも年賀状が大幅に
増え、おおまぴょんも大喜びでした。
　来年も皆さんからの年賀状をお
待ちしています。
　年賀状をお送りいただいた皆さ
んにはお返事をするほか、抽選で
20人に特選おおまぴょんグッズ詰
め合わせが当たります。
　詳しくは市ホームページをご覧ください。 

■抽選対象　令和８年１月９日（金）までの到着分
■宛先　〒398-8601　大町市大町3887
　　　　大町市役所　おおまぴょん 
■問い合わせ　まちづくり産業課特産品振興係　
　　　　℡□市内線543
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 人の動き 　11月１日現在、（　）内は前月比

　総人口 25,034 （－40）　男 12,210 （－22）　転入 64　出生 9
　世帯数 12,037 （－19）　女 12,824 （－18）　転出 78　死亡 35

おおまぴょんに
年賀状を送ってね 2026
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